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■

1轟轟鐘私たち●難1・なんです .どんなは大変なこと:こなってら、

=針懸あ‡こ鐘、ひとやしれ轟 ξ私たちの町なんです」

「わかってもらおうとすることが人事なんだ。

互いのことをもっと知ろうとすることが大切なんだ。

自分に、自分たちに誇りを持つことから始めるんだ…。

ぼくらは、いまそう思っている」

上映日寺間30分    [C#7499]

DVD 69,300円 (本体66,000円 )
※消費税の変動により販売価格は変更の可能性があります。

△ 東瞥麓語竜
駐 教育映像吾K
:京都中央区銀座3217

http:〃 www toei colp/edu/



震災と津波…。そして更に原発事故と風評被害が福島県を襲いました。いまも福島県は

試練の中を生きています。それは、風評被害という名の差別や偏見、いじめだともいえます。

情報に振りまわされ、真実を見ない…。その姿は、差別や偏見を生み出す人々の心のし

くみを象徴しています。本作品は、福島県の人々が経験した事実をもとに、差別やいじ

めを考えるものです。

ある日家族は、匡弘たち家族がいる町に出店している福島の人たちと

出会う。そこには、いまも福島で生活し、叔父の店を手伝いにきていた、

匡弘の同級生、佐藤広美の姿が・…

「私さ。前よりずっと福島のこと、好きになった。震災と原発事故で大

変なことになって、自分の生まれた町や町の人のことが、ものすごく大

事になった…」「福島に生まれてよかったって、いまは誇りに思ってる」。
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震災から一月半後。原発事故の子どもへの影響を心配して、鈴木匡

夫と八重子の夫婦は、長男の匡弘、長女のゆかりと共に、匡夫の実家

のある町へ引っ越してきた。そこには、避難住民をサポートするNPO法
人の佐々木幸子のようなボランティアがいる一方で、親戚や周囲の冷た

い眼もあった…。。

学校でいじめに遭ってしまう、ゆかり。父親が原発関係の下請け会社

に勤めていることをなじられ、暴力をふるってしまう匡弘…。

やり場のない思いが家族を襲うc

広美の言葉にはっとなる匡弘。風評被害を乗り越えようと町行く人たち

に声をかける出店の人たち…。その姿に、家族は忘れかけていた、福

島への誇りに目覚めていく。

家族は、再びふるさとで暮らすために、明日のための今日を精一杯生き

ていこうと決意していく。

※本作品の収益の一部は、震災後から福島県支援を実施する特定非営利活動法人 Social Net Prolect MOVE

(http:〃 www moveiapan.org)の 支援事業に活用されます。

関東営業推進室

関西営業推進室

広島出張所

福岡出張所

監督・脚本 秀嶋賢人
制作協カ  ウェルリンクい・いびえろプラス
企画・制作 フォア・ザ・ワン・プロジェクト(http://www hideshima coip) 2013年作品

北轟鞭漑株式会社
埼玉県さいたま南緑区三室2190‐ 2

TEL 048-810-5277  〒336‐ 0911

東京都中央区銀li・ 3-2-17

大阪市北区梅田1126

広島市中区橋本町52
福岡市博多区中洲4318

〒104‐ 8108803-3535-3631

〒5300001806-6345-9026

〒73000158082-511-2066

〒81008018092-262-3101

●お買い上げは…

CMaster
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